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寒河江工業高校生徒会 ＋ 寒河江市議会特 集
　選挙権年齢が20歳から18歳へ引き下がった事により、選挙や政治をより身近に感じるようになった
高校生。今回は「10年後の寒河江市の未来」について、そして「選挙と投票率向上」について、高校
生の貴重な意見を伺うために、寒河江工業高校生徒会の皆さんと意見交換会を行いました。

ま
ず
寒
河
江
市
の
誇
り
に
思
う
こ
と
、

残
念
に
思
う
こ
と（
高
校
生
が
考
え
る

寒
河
江
市
の
課
題・将
来
の
展
望
）を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い

 
■
寒
河
江
市
の
学
校
給
食
完
全
無
償
化

が
素
晴
ら
し
い
。子
育
て
す
る
上
で
家

計
に
い
い
こ
と
だ
。残
念
に
思
う
こ
と

は
、部
活
動
で
使
え
る
整
備
さ
れ
た
施

設
が
少
な
い
こ
と
。 

■
年
齢
問
わ
ず
み
ん
な
仲
が
良
い
し
、

公
園
が
た
く
さ
ん
あ
り
小
学
生
な
ど
が

遊
ん
で
い
る
の
は
い
い
。残
念
に
思
う

こ
と
は
、国
道
沿
い
な
ど
は
パ
チ
ン
コ

店
が
多
く
子
ど
も
に
や
さ
し
く
な
い
の

で
、子
ど
も
が
楽
し
め
る
場
所
を
増
や

し
て
ほ
し
い
。 

■
寒
河
江
市
の
課
題
は
、コ
ー
ヒ
ー

チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
の
若
者
が
集
ま
る
場

所
が
な
い
こ
と
。中
学
時
代
に
は
休
み

の
日
な
ど
毎
日
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
に

行
っ
て
い
た
。将
来
の
展
望
と
し
て
は
、

寒
河
江
祭
り
や
流
鏑
馬
、慈
恩
寺
な
ど

の
文
化
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

■
将
来
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
は
、交

通
の
利
便
性
が
い
い
ま
ち
。今
の
寒
河

江
市
は
ど
こ
に
行
く
に
も
車
が
必
要
な

の
で
、電
車
の
本
数
を
増
や
す
な
ど
し

て
も
っ
と
交
通
の
便
を
良
く
す
れ
ば
い

い
。

■「
居
心
地
の
い
い
ま
ち
」に
す
る
と
い

う
こ
と
が
大
切
だ
。市
民
が
お
祭
り
や

各
種
行
事
、地
域
活
動
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
地
元
に
愛
着

が
湧
き
、そ
れ
が「
居
心
地
の
い
い
ま

ち
」の
形
成
に
つ
な
が
り
、ひ
い
て
は
人

口
流
出
の
歯
止
め
と
な
る
。

い
っ
て
も
ら
い
、イ
ベ
ン
ト
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
。

■
誇
り
に
思
う
こ
と
は
、駅
前
に
飾
ら

れ
て
い
る
神
輿
。そ
の
神
輿
を
使
っ
た

寒
河
江
祭
り
は
寒
河
江
の
特
色
が
出
て

い
て
と
て
も
い
い
文
化
だ
。残
念
な
こ

と
は
、寒
河
江
市
に
は
学
生
が
楽
し
め

る
施
設
や
環
境
が
な
い
こ
と
。寒
河
江

の
学
生
は
遊
ぶ
た
め
に
山
形
市
に
行
っ

て
い
る
の
で
、全
世
代
が
楽
し
め
る
よ

う
な
施
設
を
作
り
市
内
を
活
性
化
す
る

必
要
が
あ
る
。

■
寒
河
江
市
は
学
生
の
人
口
が
減
っ
て

い
る
の
で
学
校
を
合
併
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
。そ
し
て
、合
併
後
は

し
っ
か
り
と
通
学
手
段
を
確
保
し
、安

全
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

住
み
続
け
た
い
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

（
将
来
も
住
み
た
い
ま
ち
と
は
）に
つ
い

て
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
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■
今
あ
る
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
を

活
性
化
さ
せ
る
べ
き
だ
。
現
在
は
年
配

者
向
け
の
お
店
し
か
な
い
の
で
、
も
っ

と
若
者
向
け
の
お
店
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト

な
ど
が
あ
れ
ば
市
外
か
ら
も
若
者
が
来

る
の
で
は
な
い
か
。

■
出
身
中
学
に
エ
ア
コ
ン
が
完
備
さ
れ

た
り
ト
イ
レ
や
水
道
が
改
修
さ
れ
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
皆

が
使
う
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
て
も
ら
っ

て
改
善
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

■
寒
河
江
を
目
的
に
来
る
よ
う
な
も
の

が
あ
る
と
い
い
。
今
の
施
設
で
い
う
と

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
。
改
修
さ
れ

て
他
に
は
な
い
も
の
が
で
き
た
の
で
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
す
ご
く
大
事
だ
。

最
後
に
選
挙
権
と
投
票
に
つ
い
て
意
見

を
お
願
い
し
ま
す 

■
年
々
投
票
率
は
下
が
っ
て
い
て
特
に

若
い
世
代
が
低
い
。
も
っ
と
若
い
世
代

か
ら
政
治
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
わ
な

い
と
い
け
な
い
。
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
投
票
所
を
設
置
し

た
り
、
ス
マ
ホ
で
投
票
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
も
っ
と
投
票
率
が
上
が
る
の
で

は
な
い
か
。

■
選
挙
権
の
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

が
、
何
も
知
ら
な
い
状
態
で
い
き
な
り

投
票
す
る
と
い
う
こ
と
に
不
安
が
あ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
て
政

治
や
選
挙
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
あ
る

と
い
い
。

■
若
者
は
政
治
に
興
味
が
な
い
し
、
選

挙
に
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
付
い
て
し

ま
っ
て
い
る
。
買
い
物
の
つ
い
で
に
投

票
し
た
り
ス
マ
ホ
で
投
票
す
る
な
ど
気

軽
に
投
票
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
。

■
小
さ
い
頃
、
親
が
投
票
す
る
際
に
つ

い
て
行
っ
て
お
菓
子
を
も
ら
っ
た
。
そ

れ
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の
で
、
投
票

所
で
小
さ
い
子
ど
も
に
お
菓
子
な
ど
を

配
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

投
票
所
ま
で
距
離
が
あ
る
と
年
配
の
人

は
大
変
だ
し
、
投
票
を
し
な
い
理
由
に

も
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
例
え
ば
学
校

な
ど
近
く
で
投
票
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
い
の
で
は
な
い
か
。

寒
河
江
工
業
高
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん
、

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
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民生費
31.9％
民生費
31.9％

総務費 23.4％総務費 23.4％

一般会計歳出
（目的別）
一般会計歳出
（目的別）

医療や介護、子育て
等に使われる費用。
こちらも増加傾向に
あります。

医療や介護、子育て
等に使われる費用。
こちらも増加傾向に
あります。

建設関係の他
除雪も
この項目です

建設関係の他
除雪も
この項目です

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

使用目的が
決められている
お金です

使用目的が
決められている
お金です

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

商工関係の他
観光振興も
この項目です

商工関係の他
観光振興も
この項目です

支出

収入
一般会計
歳入
一般会計
歳入

教育費
8.1％
教育費
8.1％

土木費
10.0％
土木費
10.0％

農林水産業費
2.3％
農林水産業費
2.3％

その他
1.1％
その他
1.1％

市税
24.4％
市税
24.4％

寄附金
4.6％
寄附金
4.6％

自主
財源
45.5％

自主
財源
45.5％

依存
財源
54.5％

依存
財源
54.5％

繰越金・諸収入等
16.5％
繰越金・諸収入等
16.5％地方交付税・

地方特例交付金等
21.7％

地方交付税・
地方特例交付金等
21.7％

国庫支出金
13.3％
国庫支出金
13.3％

県支出金
7.3％
県支出金
7.3％

その他
6.0％
その他
6.0％市債

6.2％
市債
6.2％

消防費
3.1％
消防費
3.1％

商工費
5.9％
商工費
5.9％

公債費
7.1％
公債費
7.1％

衛生費
7.1％
衛生費
7.1％

令和令和5年年　　第第１回定例会回定例会

主な事業会計 収　入 支　出

市立病院
事業会計 

収益的 20億920万円 21億4430万円

資本的 2億3095万円 2億6500万円

水道事業
会　　計

収益的 10億9749万円 10億3862万円

資本的 1億7450万円 6億8187万円

主な事業会計 収　支

国民健康保険特別会計 39億9751万円

介護保険特別会計 45億4219万円

（（３月月2日～日～３月月22日日 //21日間）日間）

2１6億2０００万円 対前年度比 14億8000万円
 6.4パーセント減

寒河江市の令和5年度予算を可決
議第７号～議第15号

一般会計や市立病院事業会計、
国民健康保険特別会計など、市
長から寒河江市の令和５年度予
算案が提案され、本会議及び予
算特別委員会で審査しました。
その結果、全ての予算案が提案
どおり可決されました。

一般会計予算

令 和 5 年 度 予 算

定例会で審査した議案のうち、特に皆さんに知っておいてほしいことをピックアップします。

※金額は、1万円未満を切り捨てして表記しています。

ここ ががポイント

4LetterLetter2023.05.15



未来につながるインフラ整備

※予算額には令和４年度から繰り越しされた額も含まれます。

〇 総務費　チェリーランド屋外宿泊体験施設の整備　１億2237万円※

チェリーランド再整備事業として、屋内型児童遊戯施設の整備に合わせて、オートキャンプサ
イト、ＲＶパーク、グランピングサイトなど多様な屋外宿泊体験ができるアウトドア施設を整
備。

子育て支援

〇 衛生費　出産・子育て応援ギフト（妊娠期、出産期）
　 3655万円

妊娠届出時の面談実施後、妊婦１人当たり５万円を支給。ま
た、赤ちゃん訪問時に面談実施後、出生した子どもを養育する
方に新生児１人当たり５万円を支給。

〇 衛生費　さがえこうのとり応援事業（不妊治療に対する支援の拡充） 615万円

医療保険が適用される不妊治療および保険適用にならない先進医療に対し合計10万円、治療
開始時に女性が40～42歳の場合で回数制限超過のため医療保険が適用されない不妊治療に対
し最大30万円（３回まで）、不育症治療に対し最大30万円を助成。

結婚支援の拡充強化

ＰＦＳ方式▶「 成果連動型民間委託契約方式（Pay For Success）」。自治体の課題に応じ成果指標を設定し、そ
の達成度合いに連動して委託費を増減させる民間委託方式のこと。民間事業者の創意工夫を最大限に
引き出し、より効果的・効率的に行政課題の解決を図る新しい方式。

〇 総務費　成婚促進事業（ＰＦＳ方式）【全国初】 700万円

少子化抑制に向け成婚者数増を目指し、市民の結婚に対する意
欲向上および結婚までの伴走支援を行う。民間事業者へのＰＦ
Ｓ方式による委託事業とし、婚活セミナー・マッチングイベン
トの開催や結婚希望者の仲介・相談対応などの支援を実施。

○ 総務費　結婚新生活支援事業費補助金　360万円

市内へ転入する新婚世帯の引越費用及び住居費用を補助。
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地球温暖化防止対策の推進
〇 衛生費　次世代自動車導入事業費補助金【県内初】　250万円
電気自動車・プラグインハイブリッド自動車を新車として購入した場合に補助。
〇 衛生費　再生可能エネルギー設備導入事業費補助金　 190万円
木質バイオマス燃焼機器（ペレット・薪等を燃料とするストーブ）・V2H機器の設備導入に補助。

未来志向のひとづくり
〇 教育費　読み書き力向上アプリ導入【県内初】　68万円
〇 教育費　少年少女発明クラブ活動充実 　　　　100万円

【こんな質疑が行われました】

Ｑ．「さがえ少年少女発明クラブ」は令和４年10月に発足したが、他市では本市よりも
　　先に同様の事業を行っていると聞く。本市において、この時期に開始することと
　　なった経緯は。
Ａ．この事業はさがえ未来コンソーシアム構想の一部として実施しております。事業開
　　始について、以前から県よりお話をいただいておりましたが、この度、本市内の企
　　業よりお力添えをいただける体制が整ったため、発足に踏み切ることにいたしまし
　　た。

さくらんぼ生産への支援を拡充
〇 農林水産業費　魅力ある園芸やまがた所得向上支援事業費補助金　1600万円
〇 農林水産業費　紅秀峰の里ブランド推進事業費補助金　915万円

【こんな質疑が行われました】

Ｑ． 雨よけハウス建築補助の対象となる品種と補助内容は。
Ａ．紅秀峰と令和５年度にデビューするやまがた紅王が対象です。対象面積はそれぞれ
　　60アールを予定しています。補助率は、紅秀峰については本市のみで２分の１、や
　　まがた紅王については市と県の補助を合わせて２分の１です。

農作業の負担軽減
〇 農林水産業費　スマート農業推進事業費補助金　250万円
ロボット草刈機と電動剪定はさみに加えて、今年度は重い農作物の運搬サポートなどに活用で
きるアシストスーツにも補助を拡大。
スマート農業▶ロボット、ＡＩなどの先端技術を活用した農業のこと。
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令 和 5 年 第 １ 回 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

議第２号 令和４年度寒河江市一般会計補正予
算（第14号） 

可決
（全会一致） 議第20号 寒河江市障がいのある人もない人も共に

生きるまちづくり条例の制定について 
可決

（全会一致）

議第３号 令和４年度寒河江市国民健康保険特
別会計補正予算（第２号） 

可決
（全会一致） 議第21号 こども家庭庁設置法の施行等に伴う関係

条例の整理に関する条例の制定について 
可決

（全会一致）

議第４号 令和４年度寒河江市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号） 

可決
（全会一致） 議第22号 寒河江市国民健康保険条例の一部改

正について 
可決

（全会一致）

議第５号 令和４年度寒河江市下水道事業会計
補正予算（第２号） 

可決
（全会一致） 議第23号 寒河江市犯罪被害者等支援条例の制

定について 
可決

（全会一致）

議第６号 令和４年度寒河江市立病院事業会計
補正予算（第１号） 

可決
（全会一致） 議第24号 寒河江市葉山森林総合レクリエーシヨン

施設に関する条例の一部改正について 
可決

（全会一致）

議第７号 令和５年度寒河江市一般会計予算 可決
（全会一致） 議第25号 寒河江市道路占用料条例の一部改正

について 
可決

（全会一致）

議第８号 令和５年度寒河江市国民健康保険特
別会計予算 

可決
（全会一致） 議第26号 寒河江市西村山郡介護認定審査会共

同設置規約の一部変更について 
可決

（全会一致）

議第９号 令和５年度寒河江市後期高齢者医療
特別会計予算 

可決
（全会一致） 議第27号 辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の一部変更について 
可決

（全会一致）

議第10号 令和５年度寒河江市介護保険特別会
計予算 

可決
（全会一致） 議第28号 市道路線の認定について 可決

（全会一致）

議第11号 令和５年度寒河江市介護認定審査会
共同設置特別会計予算 

可決
（全会一致） 議第29号 寒河江市副市長の選任について 同意

（全会一致）

議第12号 令和５年度寒河江市財産区特別会計
（高松、醍醐、三泉）予算 

可決
（全会一致） 議第30号 寒河江市監査委員の選任について 同意

（全会一致）

議第13号 令和５年度寒河江市下水道事業会計
予算 

可決
（全会一致） 議第31号 令和４年度寒河江市一般会計補正予

算（第15号） 
可決

（全会一致）

議第14号 令和５年度寒河江市立病院事業会計
予算 

可決
（全会一致） 議第32号 令和５年度寒河江市一般会計補正予

算（第１号） 
可決

（全会一致）

議第15号 令和５年度寒河江市水道事業会計予
算

可決
（全会一致） 議第33号 寒河江市職員定数条例の一部改正に

ついて 
可決

（全会一致）

議第16号 寒河江市課制条例の一部改正につい
て

可決
（全会一致） 議第34号 寒河江市特別職に属する者の給与等

に関する条例の一部改正について 
可決

（賛否表参照）

議第17号 寒河江市個人情報保護法施行条例の
制定について 

可決
（全会一致）

議会案
第１号

寒河江市議会の個人情報の保護に関
する条例の制定について 

可決
（全会一致）

議第18号 寒河江市田代地区多目的交流館の設置及
び管理に関する条例の一部改正について 

可決
（全会一致）

議会案
第２号

寒河江市議会委員会条例の一部改正
について 

可決
（全会一致）

議第19号 寒河江市職員の高齢者部分休業に関
する条例の制定について 

可決
（全会一致）

賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています。）
議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

採
決
結
果 

伊
藤　
正
彦

太
田　
陽
子

欠　
番

安
孫
子
義
徳

月
光　
裕
晶

後
藤
健
一
郎

渡
邉　
賢
一

古
沢　
清
志

佐
藤　
耕
治

太
田　
芳
彦

阿
部　
　
清

沖
津　
一
博

荒
木　
春
吉

柏
倉　
信
一

欠　
番

木
村
寿
太
郎

議第34号 ※ ○  ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○  ○ 可決
○は賛成、×は反対　※議長は採決に加わらない。

陳 情 審 査 結 果 （ 第 １ 回 定 例 会 ）
件　　名 付託委員会 審査結果・対応

庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛する
よう求める陳情 総務産業 採択・陳情書の写しを市当局へ送付

提出議案等と採決結果令和５年第１回定例会
可決・否決……一般議案、予算等
同意・不同意…人事案件等
認定・不認定…決算議案等
承認・不承認…専決処分議案等
採択・不採択…請願・陳情

令和５年第１回定例会の
議案等はこちらから
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陳 情

【陳情概要】
下記事項について、陳情します。
○ 庁舎内管理規則に定められている禁止事項、庁舎内販売等の規則を遵守し、住民の大切

な個人情報を預かる執務室内に許可なく立ち入り、政党機関紙の勧誘(営業)・配達・集
金が行われないようにすること。

○ 読みたい方は自宅を配達先として、住民に誤解を与えないようにする旨を職員に通達す
るなど指導を徹底すること。

○ 議員の皆様は、優位的な関係を背景にして、職員に政党機関紙を私費で購入するよう圧
力をかけないようにすること。

○ 庁舎内で勧誘されたり、その際に心理的な圧力を感じたという実態がないかを確認、調
査すること。

○ 声をあげにくい職員のために、職員の相談窓口を設置、あるいは明示するなど対応する
こと。

陳情者：山形県を明るくする会　代表　井上　均 

この陳情は総務産業常任委員会において賛成多数で採択し、市当局へ写しを送付しました。

庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を
自粛するよう求める陳情

請願 ・ 陳情とは
市政などに対する意見や要望を文書で議会に提出することができます。

提出方法は市議会ホームページに掲載しております。
詳しくは、市議会事務局（0237-85-1899）へお問い合わせください。

種　類 請　　　願 陳　　　情

根拠等
○憲法によって保障された基本的権利です。
○ 提出するには、1人以上の市議会議員の

紹介が必要です。

○法的根拠はありません。
○提出するには、紹介議員は必要ありません。

受理後
の流れ

○ 所管の委員会に付託して審査され、本会
議で最終的に採択・不採択が決められま
す。

○ 審査予定日および結果は提出された方に
通知されます。

○ 陳情書受理後、審査の実施について協議し、
審査することとなった場合は付託された委員
会で最終的に採択・不採択が決められます。

○ 審査実施の有無、審査予定日（審査実施の
時）および結果は提出された方に通知されま
す。

○採択された請願・陳情のうち執行機関等に送付が必要なものはこれを送付します。
○ 執行機関等に意見書提出を求める請願・陳情が委員会において採択された場合、委員会よ

り本会議に意見書提出に関する議会案が提出されます。当該議会案が本会議において可決
された場合には執行機関等に意見書が送付されます。

市議会ホームページ
請願・陳情について
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安
心・安
全
な
生
活
を

送
る
た
め
に

ふ
る
さ
と
納
税
協
力

事
業
者
の
責
務
と
は 

問
今
年
度
、
各
家
庭
に
配
布

し
た
防
災
マ
ッ
プ
の
浸
水
区

域
は
、
ど
の
く
ら
い
の
降
雨
量
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。 

市
市
防
災
マ
ッ
プ
に
記
載
し
て
い
る
浸
水
想
定
区
域

は
、
最
上
川
・
寒
河
江
川
・
沼
川
各
流
域
の
想
定
最

大
規
模
降
雨
量
が
、
２
日
間
総
雨
量
２
９
５
ミ
リ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

問
我
が
家
の
防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
は
ど
う
考

え
て
い
く
の
か
。  

市
防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
に
よ
り
、
有
事
の
際
に

落
ち
着
い
た
行
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
引

き
続
き
、
自
主
防
災
会
な
ど
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
作
成
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
物
価
や
電
気
代
、
ガ
ス
代
の
高
騰
に
対
し
て
、
市

民
に
一
律
現
金
支
給
は
で
き
な
い
か
。  

市
電
気
料
金
、
ガ
ス
料
金
等
の
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
国
、
県
の
動
向
、
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
な

ど
を
考
察
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
の
支
援
が
適
切
か

な
ど
を
早
急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
元
職
員
の
加
重
収
賄
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
た
事
案
は
、
市

民
の
市
政
に
対
す
る
信
頼
を
失
墜
さ
せ
、
ご
寄
附
い

た
だ
い
た
全
国
の
皆
様
の
信
頼
を
著
し
く
損
な
う
事

態
と
な
っ
た
。
初
心
に
立
ち
返
っ
て
、
こ
の
制
度
の

趣
旨
を
再
認
識
し
、
信
頼
回
復
の
た
め
に
努
力
す
べ

き
。

問
特
産
品
等
の
提
供
に
あ
た
り
、
協
力
事
業
者
の
責

務
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

市
今
回
の
事
案
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
ご
心
配
を

お
掛
け
し
、
ま
た
本
市
を
応
援
す
る
寄
附
者
の
信
頼

を
裏
切
る
事
態
と
な
り
改
め
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。
協
力
事
業
者
の
責
務
に
つ
い
て
は
、
高
品
質
な

返
礼
品
の
準
備
か
ら
、
発
送
、
到
着
後
の
対
応
ま
で

を
真
摯
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。
市
を
代
表
し
て
業

務
を
行
う
と
の
自
覚
を
も
っ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
事

業
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

太
田
陽
子

太
田
陽
子  

議
員
議
員

渡
邉
賢
一

渡
邉
賢
一  

議
員
議
員

防災マップと我が家の防災マップと我が家の
防災タイムライン防災タイムライン

返礼品となっている返礼品となっている
さくらんぼ等の特産品さくらんぼ等の特産品

 3月8日  3月6日 

一般質問録画映像は
 こちらから

市…市長答弁　　教…教育長答弁

財政　 質問者 子育て　 質問者
ふるさと納税制度について Ｐ９ 渡邉 就学前幼児施設の問題 月光
新年度予算編成について Ｐ10 柏倉 防災　 質問者
社会・暮らし　 質問者 減災・防災等対策について 渡邉
市民の生活を守ることについて Ｐ９ 太田（陽） 防災について Ｐ９ 太田（陽）
持続可能な寒河江市 太田（陽） 防災訓練について 柏倉
コミュニティセンターについて Ｐ10 月光 消防団活動について Ｐ10 柏倉
税金　 質問者 教育　 質問者
国民健康保険税について 太田（陽） 学校施設整備について 渡邉

教育問題 Ｐ10 荒木
市立図書館 Ｐ10 荒木

一　般　質　問
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議 会 日 誌
　寒河江市議会はさまざまな分野について日々調査・研究を行っております。

　令和４年度は総務産業常任委員会・市立病院検討特別委員会が調査・研

究結果をもとに政策提言書案をまとめ、議会から市長へ政策提言書を提出

しました 。

教
育
問
題
と
市
立

図
書
館

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
新
年
度
予
算
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
運
営 

　
内
田
良
・
斉
藤
ひ
で
み
共

著「
教
師
の
ブ
ラ
ッ
ク
残
業
」

は
50
年
前
制
定
の
給
特
法
下
の
実
情
と
日
本
独
特
の

中
学
校
部
活
動
が
教
員
多
忙
化
を
生
ん
で
い
る
現
状

を
詳
述
し
て
い
る
。

問
教
員
の
時
間
資
源
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
本
市
教

育
委
員
会
の
長
時
間
労
働
対
策
は
。

教
長
時
間
労
働
対
策
と
し
て
、
日
課
表
の
見
直
し
、

通
知
表
の
様
式
変
更
や
会
議
数
の
削
減
、
ま
た
、
校

務
支
援
ソ
フ
ト
や
連
絡
網
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入

等
を
行
い
、
勤
務
時
間
の
削
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。  

問
教
員
の
働
き
方
改
革
の
中
で
、
部
活
動
対
策
は
最

優
先
事
項
だ
。
中
学
校
部
活
動
の
今
後
策
は 

。 

教
令
和
５
年
度
の
新
中
学
１
年
生
か
ら
部
活
動
へ
の

加
入
は
任
意
と
し
ま
す
。
令
和
８
年
度
か
ら
、
学
校

部
活
動
は
平
日
の
み
と
し
、
休
日
は
地
域
ク
ラ
ブ
等

で
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。  

問
図
書
館
は
老
若
男
女
の
安
息
と
知
的
充
実
、
深
い

思
考
力
を
体
得
す
る
場
。
将
来
像
は
。 

教
「
読
書
の
盛
ん
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
よ
り
一
層
推

進
し
、「
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
誰
で
も
い
つ
で
も

気
軽
に
快
適
に
利
用
で
き

る
、
文
化
の
拠
点
の
一
つ

と
し
て
の
図
書
館
」
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
本
市
の「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
絡
む
贈
収
賄
事
件
が
発

覚
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
員
と
し
て
市
民

各
位
は
も
と
よ
り
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

問
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
が
決
定

さ
れ
た
。
今
後
の
感
染
対
策
の
取
り
組
み
は
。  

市
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
国
の
方
針
に
基
づ
き
令
和
５
年

度
も
希
望
す
る
方
は
無
料
で
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
市
有
施
設
に
お
け
る
マ
ス
ク
着
用

の
見
直
し
や
利
用
制
限
の
解
除
も
実
施
し
て
い
き
ま

す
。 

問
四
季
の
ま
つ
り
な
ど
の
予
算
は
減
額
さ
れ
て
い

る
。
長
期
展
望
も
踏
ま
え
今
後
の
観
光
振
興
の
対
応

は
。  

市
今
後
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
も

連
携
し
な
が
ら
適
宜
必
要
な
対
策
を
取
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
長
期
的
に
は
、
現
在
検
討
中
の
市
観
光
振

興
計
画
の
策
定
を
踏
ま
え
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。  

問
消
防
団
活
動
に
は
職
場
の
理
解
が
第
一
、
活
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
対
応
を
ど
う
考
え
る
か
。  

市
職
場
に
お
け
る
理
解
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
必
要
に
応
じ
て
、

市
長
・
消
防
団
長
の
連

名
で
協
力
依
頼
の
文
書

を
雇
用
主
に
提
出
し
、

消
防
団
活
動
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。 

　
寒
河
江
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
３
年
前

に
で
き
た
、
柴
橋
「
こ
の
木
交
流
セ
ン
タ
ー
」。

問
立
ち
上
げ
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
の
運
営
に
な
っ
た
が

総
評
は
。

市
視
察
や
情
報
収
集
を
し
、
地
域
課
題
を
地
区
の
皆

様
で
解
決
し
よ
う
と
い
う
強
い
意
志
の
も
と
に
活
動

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
、
他
地
区
の
手
本
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
皆
様
の
熱
意
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

問
窓
口
を
一
本
化
し
て
み
て
は
ど
う
か
。  

市
公
民
館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
併
存
し
、

事
業
内
容
に
よ
っ
て
相
談
窓
口
が
異
な
る
な
ど
、
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
専
門
の
窓

口
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

市
地
域
の
皆
様
と
も
十
分
相
談
し
、
必
要
に
応
じ
て

市
と
し
て
の
適
切
な
方
向
性
を
お
示
し
し
、
地
域
の

皆
様
が
自
信
を
も
っ
て
安
心
し
て
運
営
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

荒
木
春
吉

荒
木
春
吉  

議
員
議
員

柏
倉
信
一

柏
倉
信
一  

議
員
議
員

月
光
裕
晶

月
光
裕
晶  

議
員
議
員

さがえ図書館まつりさがえ図書館まつり

寒河江市初で唯一の寒河江市初で唯一の
コミュニティセンターコミュニティセンター

10万人が来場10万人が来場
「音と光のファンタジア」「音と光のファンタジア」
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議 会 日 誌
　寒河江市議会はさまざまな分野について日々調査・研究を行っております。

　令和４年度は総務産業常任委員会・市立病院検討特別委員会が調査・研

究結果をもとに政策提言書案をまとめ、議会から市長へ政策提言書を提出

しました 。

及
び
空
き
家
所
有
者
に
対
し
て
、
次
の

内
容
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
や
登
録
方
法

●
本
市
の
空
き
家
に
関
連
す
る
各
種
補

助
制
度

●
空
き
家
相
続
時
の
特
別
控
除

●
空
家
特
措
法
に
関
す
る
こ
と

⑶
移
住
・
定
住
政
策
と
の
連
携

空
き
家
関
連
所
管
は
建
設
管
理
課
だ

が
、
移
住
・
定
住
を
担
当
す
る
企
画
創

成
課
と
連
携
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

⑷
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
「
さ
が

え
ベ
ー
ス
」
の
拡
充
。

議長・総務産業常任委員長から議長・総務産業常任委員長から
市長へ政策提言書を提出市長へ政策提言書を提出

議長・市立病院検討特別委員長から議長・市立病院検討特別委員長から
市長へ政策提言書を提出市長へ政策提言書を提出

　
１
市
４
町
の
医
療
従
事
者
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
、
関
係
自
治
体
、
住

民
の
理
解・協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

各
公
立
病
院
の
施
設
の
老
築
化
や
厳
し

い
経
営
状
況
等
を
踏
ま
え
、
早
急
な
対

応
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

県
を
リ
ー
ダ
ー
に
寒
河
江
西
村
山
地
域

は
も
と
よ
り
、
村
山
地
域
全
体
を
取
り

巻
く
周
辺
の
医
療
体
制
も
充
分
踏
ま

え
、
今
後
求
め
ら
れ
る
持
続
可
能
な
医

療
ニ
ー
ズ
へ
の
一
日
も
早
い
対
応
が
急

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
寒
河
江
市
立

病
院
と
県
立
河
北
病
院
の
統
合
」
を
早

急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
空
き
家
問
題
」
は
、
大
別
し
て
２

つ
の
要
因
が
あ
る
。

⑴
居
住
者
の
高
齢
化
に
よ
る
空
き
家
発

生
数
増
加

⑵
空
き
家
所
有
者
の
問
題
に
よ
る
管
理

不
全

右
記
要
因
を
解
決
す
べ
く
、
以
下
の
事

項
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

⑴
空
き
家
バ
ン
ク
お
よ
び
補
助
制
度
の

充
実

①
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
要
件
緩
和

②
空
き
家
バ
ン
ク
利
活
用
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
補
助
金
の
適
用
条
件
緩
和
と
補
助

の
拡
充

③
家
財
の
撤
去
ま
た
は
清
掃
に
か
か
る

費
用
へ
の
補
助
。

④
不
動
産
業
者
な
ど
を
介
し
た
空
き
家

の
売
買
お
よ
び
賃
貸
契
約
の
仲
介
手
数

料
へ
の
補
助

⑵
空
き
家
に
関
す
る
広
報
の
徹
底

広
報
や
固
定
資
産
税
に
関
す
る
通
知
に

同
封
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
市
民

空
き
家
対
策
に
関
す
る

提
言
書

寒
河
江
市
立
病
院
の
今
後
の

医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
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議
員
の
人
と
な
り
に
グ
ッ
と
迫
る
。

も
っ
と
身
近
に
、
も
っ
と
親
し
み
や
す
く
。

市
議
会
議
員
と
し
て
の
抱
負
は
な
ん
で
す
か
？

※

掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

問

より近くに。
時代に合わせた発信

＠sagae.gikai ＠sagae_gikai ＠sagae_gikai

市議会では、ＳＮＳによる情報発信を
行っております。
いいね！やフォロー、よろしくお願い
します。

○寒河江市議会広報委員会
太田　陽子
月光　裕晶
後藤健一郎

佐藤　耕治
阿部　　清
沖津　一博

委員長　荒木　春吉
副委員長　安孫子義徳

議
員
の
横
顔

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
。

近
年
、
多
発
す
る
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

阿部　清

市
議
会
基
本
条
例
を
遵
守

す
る
。
市
民
の
声
で
自
分

と
自
由
を
耕
し
、
市
全
体

と
地
元
の
た
め
野
生
思
考

の
汗
を
流
し
ま
す
。

荒木春吉伊藤正彦

今
後
の
寒
河
江
の
あ
る
べ

き
姿
を
考
え
な
が
ら
市
民

の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
、
解
決
策
を
見
出

す
べ
く
行
動
し
ま
す
。

市
民
が
、
豊
か
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
寒
河
江
市
を

目
指
し
ま
す
。
お
約
束
し

た
公
約
の
実
現
に
向
け
て
、

頑
張
り
ま
す
。

太田陽子太田芳彦

議
員
生
活
の
４
期
目
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
原
点
に

返
り
、
市
民
の
困
り
ご
と

や
要
望
に
は
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

初
心
に
帰
り
、
市
民
の
み

な
さ
ま
の
生
活
環
境
改
善

に
全
力
で
取
り
組
み
、
今

後
４
年
間
で
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
力
を
入
れ
ま
す
。

沖津一博

議
員
の
使
命
は
頂
戴
し
た

票
の
代
弁
者
。
選
挙
戦
の

中
頂
戴
し
た
要
望
、
貴
重

な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
。

柏倉信一

今
ま
で
通
り
、
手
を
抜
か

な
い
。
市
民
の
声
を
聞
き
、

届
け
、
共
に
解
決
で
き
る

よ
う
精
進
い
た
し
ま
す
。

月光裕晶

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
寒
河
江
市

の
明
る
い
次
代
に
向
け
て

ひ
た
む
き
に
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

児玉　崇

生
ま
れ
て
、
住
ん
で
、
来
て

良
か
っ
た
と
、
言
っ
て
も
ら

え
る
寒
河
江
市
に
！
皆
様

と
一
緒
に
楽
し
く
、
が
ん

ば
り
ま
す
。

佐藤政人

皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

困
り
事
・
要
望
を
市
政
に

反
映
し
、
住
ま
う
方
々
が

笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

野口康一郎

市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政

に
届
け
、
安
心
と
希
望
の

未
来
を
目
指
し
、
暮
ら
し

や
す
い
寒
河
江
を
創
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

古沢清志

い
の
ち
を
守
る
地
域
医
療

の
拡
充
、
暮
ら
し
を
応
援

す
る
経
済
対
策
の
継
続
、

そ
し
て
寒
河
江
っ
子
の
学

び
を
保
護
し
た
い
で
す
。

渡邉賢一

歴
史
あ
る
寒
河
江
に
生
ま

れ
た
私
。
小
さ
い
お
子
さ

ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
安

心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

安孫子義徳

柔
軟
な
発
想
と
経
験
で
、

市
民
の
皆
様
が
、
生
ま
れ

て
、
住
ん
で
、
働
い
て
い
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
寒
河

江
市
を
創
り
ま
す
。

後藤健一郎

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
３
年
間

の
経
済
や
イ
ベ
ン
ト
、
地

域
活
動
の
自
粛
か
ら
、
み

ん
な
の
力
で
新
し
い
時
代

を
創
り
ま
し
ょ
う
。

佐藤耕治

■
発

行
　

寒
河

江
市

議
会

　
■

編
集

　
寒

河
江

市
議

会
広

報
委

員
会

　
■

印
刷

　
寒

河
江

印
刷

株
式

会
社

　
こ

の
市

議
会

だ
よ

り
の

用
紙

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

令和５年第２回定例会（予定）
日 月 火 水 木 金 土

6/11 12

招集告示
13 14

一般質問
締切日

15

議会運営
委員会

16 17

18 19 20

本会議
（議案説明）

21

議案調査日
22

本会議
（一般質問）

23

議案調査日
24

25 26

本会議
（一般質問）

27
本会議（質疑）
予算特別委員会
委員会・分科会

28
委員会・分科会

29

事務処理日
30

事務処理日
7/1

2 3
事務処理日
議会運営委員会

4
予算特別委員会
本会議（採決）

5 6 7 8

■請願・陳情の締め切り
　第２回定例会の請願・陳情は６月14日（水）正午
までに議会事務局へご持参ください。

傍聴をご希望される皆様へ
　開会時間はいずれも午前９時30分の予定です。
　日程が変更になる可能性や、傍聴をご遠慮いただ
く場合があります。詳細は議会事務局（☎85-
1899）にお問い合わせください。

　また、市議会ホームページでは、
インターネットによる本会議等のラ
イブ中継、録画映像の配信を行って
おりますので、ぜひご覧ください。 市議会

インターネット中継
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